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	CO₂を地下に安全に長期間閉じ込めるためには、「貯留層」と「遮へい層」の存在が重要です。九十九里沖では、これまでの水溶性天然ガスの開発・生産で得られたデータから 【CO₂の貯留に適した地層】がある可能性が高いと考えられています。 今回の地下調査では、海底に調査用の井戸を掘り、岩石や地層のデータを取得します。 これにより、CO₂を安全に貯留できる地層が実際にあるかどうかを確認できます。
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	資材を運ぶ船と作業員を運ぶヘリコプターが必要です。 ヘリコプターは土日を除き毎日3便が運航中です。 ※作業状況等により臨時便が運航する場合があります

	Q. 調査終了後、調査用井戸はどうなる？
	井戸は完全に閉鎖し、漁業に影響がでないようにします。 作業用の掘削装置も完全撤収します。
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	Q. 「掘削装置」で働く作業員は、 どのくらい海上に滞在するの？
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	Q.なぜ九十九里沖なのか？
	これまでのデータから、国内有数の【CO₂貯留に適した地層】がある可能性が高いと考えられるからです。
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